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達とわたしの研究キャリア」（Creation and Development of Organizational Psychology :









































































































































































































て，MRI（Mentoring Role Instrument），MFS（Mentoring Functions Scale），MFQ


































成果変数 ｋ ｒ ９５％信頼区間
客観的キャリア（Objective career success）
給与（Compensation） ７ ０．１２ ．０６，．１９
昇進（Promotions） ３ ０．３０ ．２７，．３５
主観的キャリア（Subjective career success）
キャリア満足（Career satisfaction） ７ ０．２３ ．１３，．２８
昇進期待（Expectations for advancement） ３ ０．２７ ．２３，．３０
キャリア・コミットメント（Career commitment） ４ ０．１７ ．０９，．２２
職務満足（Job satisfaction） １０ ０．２３ ．１２，．２５
在職の意思（Intention to stay） ３ ０．１０ －．０５，．１７
表２ メンタリングの成果変数のメタ分析
［注］ｋ＝分析で用いられた調査数，ｒ＝相関係数の平均








































































































（autonomy vs. basic mistrust）」，第２段階では「自律対恥対疑惑（autonomy vs.





の混乱（identity vs. identity confusion）」，第６段階では「親密対孤独（intimacy
vs. isolation）」，第７段 階 で は「世 代 継 承 性８）対 孤 独（generativity vs. self-





























































































































































































































８８ 松山大学論集 第２２巻 第５号
認識が共有されていたことがわかった。しかし，メンタリング関係の再検討を
行った近年の研究を見ると，メンタリング関係の基本認識とは異なった捉え方

























































































































数の学習の有効性が高くなる。このようなメンタリングの変化を Kram and Hall
（１９９６）は表６のように整理している。
このような流れをくみ，従来のメンター像を批判し，新たなメンター像を正
































出所：Kram and Hall（１９９６）, p.１１２より。


















































出所：Higgins and Kram（２００１）, p.２７０より筆者一部
修正。
図２ 発達的ネットワークの先行要因と成果変数
出所：Higgins and Kram（２００１）, p.２７４より筆者一部修正。
メンタリング概念の展開と課題 ９３
彼女たちは，１対１関係からネットワーク関係への移行を主張している背景


























９４ 松山大学論集 第２２巻 第５号














































Higgins（２０００）と同じサンプルを使用した Higgins and Thomas（２００１）では，１
対１関係とネットワーク関係との間には，プロテジェに与える影響（長期的な






















































９８ 松山大学論集 第２２巻 第５号
本論文は，平成２１年度松山大学特別研究助成「仕事のあり方がメンタリングに与
える影響に関する研究」の研究成果の一部である。
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